平成29年度日本語指導実践事例①
	対象
	小学校４年生
	第一言語
	中国語
	ＤＬＡステージ

	背景
	積極的に日本語でコミュニケーションを図ろうとするが、日常語彙の中でも言葉に出ないものがある。音読は、助詞の読み間違いがあり、漢字の音読みと中国語の読みを混同していることがある。わからない語彙と出会った時には、「○○って何？」と自分から尋ね、中日辞典を使って、調べたりすることもできる。日頃から、中国語の本を読んでおり、中国語の理解は高いと思われる。
	語彙力
	６５．５％

	
	
	〈話す〉
	３

	
	
	〈読む〉
	２

	
	
	〈書く〉
	３

	
	
	〈聴く〉
	３

	指導

目標
	日常のコミュニケーションや、教科の学習活動に積極的に参加するために必要な語彙や表現力を獲得する。

	指導

計画
	・日記指導を通して、日常生活で使う語彙数を増やす。また、基礎的な文型が使えるようになる。

・教科書やその他の読み物を読むことを通して、日常語彙や教科語彙を増やす。必要に応じて、母語とつないで理解を図る。

・異学年と、既習の内容を自分の言葉で説明したり、話し合ったりすることで、より多くの教科学習言語にふれる。


１．教科・単元名　　国語「ごんぎつね」

２．目標　（教科）　兵十が、どんなことを知ったか、また、兵十がどう思ったのか考える。

　　　　　　（日本語）　擬音語・擬態語から、場面の様子を説明する。

３．本時の展開

	学習活動
	留意点
	準備物・教材・資料等

	①今日の学習課題を知る。

②国語「ごんぎつね」（２５分）

・めあてを知る。

・リライト教材を音読する。

・兵十が知ったこと、思ったことを考える。

・「こっそり」「ばたりと」「ぐったりと」など擬音語・擬態語について知る。

③日本語指導教室通信を読む。（１０分）

・「大阪城でいろいろな国の人に会った」という日記を読んで、自分の似ている経験などを話す。

④日記（５分）

・ノートに日記を書く。
	（めあて）兵十が知ったこと、思ったことを書こう。
・わからない言葉は、写真カードを見たり、中国語　に翻訳したりして、確認する。

・教材文から抜き出させるよりも、自分の言葉で説明させるようにする。

・ほかの言葉に言い換えて、意味を確かめる。

 また、擬音語・擬態語を使って、文を作らせる。

・日記に出てくる中国語のセリフに注目する。

・自分のルーツに関わる話などを話せるようにする。
・書きたいことの中で、日本語のわからないものは、絵をかいたり、中日辞典で調べたりする。
	・リライト教材

・写真カード

・電子辞書

・通信

・ノート

・中日辞典


